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経

務

業

言者r

第
五
十
四
鼻
咽

第

三
i

曲
師
、
函
苧
垣
間
晶
}
自
由
主
主
主
哩
昭
和
十
七
年
一
一
一
月
夜
行

諭

叢

資

本

主

義

的

論

理

績

論

柴

田

敬

序

暴
に
私
は
拙
稿
「
資
本
主
義
的
論
理
」
に
於
て
、
生
存
基
本
白
利
殖
を
指
導
原
越
と
す
る
も
の
と
し
て
資
本
主
義
的
論
理
を
検
討

し
、
そ
れ
が
生
産
要
素
の
各
種
要
詮
へ
白
配
分
を
如
何
忙
巧
妙
に
所
調
限
界
生
産
力
設
を
安
営
な
ら
し
む
る
如
者
仕
方
に
於
て
、
即

ち
ぷ
産
的
用
途
に
於
け
る
生
産
要
素
の
限
界
放
用
と
非
生
産
的
用
途
に
於
け
る
そ
れ
と
を
均
等
な
ら
し
む
る
如
昔
仕
方
に
於
て
、
行

は
じ
め
る
古
白
で
あ
る
か
と
4

一
口
ふ
事
主
検
設
し
、
目
、
斯
{
白
如
宮
配
分
の
仕
方
が
如
何
に
生
産
要
素
に
最
式
の
殻
用
従
っ
て
生
産

力
↑
白
藤
揮
を
保
障
す
る
ム
」
考
へ
ら
れ
る
か
を
指
摘
し
た
。
生
存
基
本
の
刺
殖
を
指
導
原
理
と
す
る
も
の
と
し
て
の
資
本
主
義
(
的
論
迎

が
斯
〈
の
如
〈
優
秀
在
る
性
能
を
持
っ
と
言
ふ
事
は
、
そ
れ
白
組
主
し
で
は
今
夏
同
題
に
さ
れ
る
ま
で
も
註
い
接
界
周
知
白
事
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
宇
敢
て
モ
れ
を
な
し
た
P
は
、
斯
く
の
如
昔
資
本
主
義
的
論
理
と
そ
れ
を
超
ゆ
る
新
経
情
論
理
と
の
差
異

を
際
主
た
し
め
ん
が
矯
に
他
た
ら
由
。
然
る
に
資
本
主
義
的
論
理
は
貨
は
生
存
基
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
冒
と
す
る
も
の
で
は
必
宍
他

た
ら
ね
資
本
D
利
殖
を
指
事
煽
理
と
す
る
も
D
で
b
る
。
従
っ
て
資
本
主
義
的
論
理
を
超
ゆ
る
新
経
持
論
理
と
資
本
主
義
的
論
理
と

の
差
異
自
照
明
広
役
立
ち
得
る
や
う
に
}
資
本
主
義
的
論
理
を
展
開
せ
ん
が
錦
に
は
、
生
存
碁
本
の
利
摘
を
指
導
原
理
と
し
て
展
開
さ

T 

賓
本
主
義
問
論
理
積
論

己
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4
4
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}司

費
本
主
義
的
論
理
棟
論

f

二回
O

れ
売
る
嚢
の
論
理
を
此
白
一
鮪
に
闘
し
て
改
め
て
か
ミ
ら
ね
ば
な
ら
由
。
新
材
班
済
論
瑚
を
展
開
す
る
以
前
に
再
び
資
本
主
義
的
論
理

K

就
で
論
宇
る
白
は
批
の
放
で
あ
る
。

第
宜
十
四
巻

第
一
二
掛

筆

資
本
と
生
存
基
本

資
本
白
利
殖
を
指
導
原
理
と
す
る
論
調
ど
生
存
基
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
と
す
る
そ
れ
と
の
闘
聯
を
瞭
ら
か
危
ち
し
む
る
矯
に

は
、
我
々
は
先
づ
資
本
占
生
存
資
本
県
」
白
閥
聯
を
喋
ら
か
に
し
て
掛
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

資
本
は
利
殖
白
鴻
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
所
D
慎
値
と
定
義
さ
れ
る
も
白
で
あ
る
。
資
本
は
色
々
の
形
態
に
於
で
存
在
す
る
J

帥
ち

そ
れ
は
、
或
は
一
、
貨
幣
の
形
態
に
於
て
、
或
は
二
、
償
構
、
特
許
稿
、
暖
簾
等
C
形
態
に
於
せ
J
或
は
二
一
、
雇
傭
き
れ
た
る
持
働

力
の
形
態

K
於
て
、
或
は
四
、
使
用
の
錫
投
τ汀
さ
れ
た
る
生
産
手
段
の
形
態
に
於
て
、
或
は
五
、
商
品
の
形
態

K
於
て
へ
存
在
す
る
。

然
5
K
、
貨
幣
白
滞
留
と
か
、
債
橋
、
特
許
槽
乃
至
暖
簾
と
か
の
問
題
、
及
び
、
資
本
財
以
外
の
生
産
手
段
の
形
態
に
於
け
る
資
本

の
問
題
は
、
資
本
主
義
的
論
理
の
本
質
的
構
造
の
考
察
に
際
し
て
は
一
躍
捨
象
苫
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
い
圭
之
等
を
捨
象
ナ
る

た
ら
ぽ
、
第
一
及
び
第
二
の
形
態
及
び
資
本
財
以
外
の
生
産
手
段
目
形
態
の
資
本
は
・
な
く
な
り
、
叉
、
第
三
の
形
態
の
資
本
に
照
膝

す
る
持
賃
に
し
て
未
だ
商
品
白
購
入

d
矯
に
費
消
せ
ら
れ
る
事
な
く
貨
幣
形
態
に
於
て
保
布
せ
ら
れ
る
如
き
も
の
も
な
く
な
り
、
資

本
位
、
商
品
及
び
「
債
用
心
掛
岬
忙
投
下
さ
れ
た
る
資
本
財
」
白
形
態
に
在
る
も
の
と
、
商
品
白
勝
入
乃
至
他
程
生
産
的
持
働
の
腫
備

の
矯
む
費
消
さ
れ
た
る
葬
賃
都
八
?
と

ρ合
計
額
に
等
し
き
も
白
と
な
る
。
い
ま
と
れ
を
狭
義
の
資
本
と
呼
ぶ
と
と
に
す
る
。
我
々
が

資
本
主
義
的
論
理
由
意
味
す
る
所
を
究
明
せ
ん
が
矯
に
生
存
基
本
と
資
本
と
の
閥
聯
を
瞬
間
か
に
す
る
と
言
ふ
揚
今
、
調
ふ
所
の
資
本

は
此
の
狭
義
忙
於
け
る
も
の
で
あ
る
。

生
存
基
本
利
殖
白
論
理
と
資
本
利
殖
白
論
理
と
D
間
白
距
離
の
究
明
主
簡
単
怠
る
仕
方
で
友
V
h
u
k
役
立
ち
得
る
ほ
ど
に
生
存
基

本
と
資
本
と
の
閥
聯
を
明
曲
目
反
ら
し
む
る
矯
に
は
、
我
々
は
、
生
存
基
本
に
闘
す
る
定
式
の
援
け
を
籍
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

共
白
矯
に
は
、
生
存
基
本
に
闘
す
る
定
式
共
白

ι白J

を
定
立
し
つ
ha
論
一
宮
進
め
・
泣
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

生
存
基
本
に
闘
す
呂
定
式
は
生
底
構
遣
が
同
時
る
に
従
ワ
町
根
本
的
に
異
っ
た
形
漉
を
探
畠
。
而
し
で
、
生
摩
棒
鑑
院
は
所
謂
ポ
ェ

1

ム
油
生
産
構
建

主
、
一
般
的
生
産
構
識
と
が
あ
る
@
そ
己
で
我
々
は
ポ
モ
1

ム
的
生
産
構
謹
白
下
に
於
け
る
生
存
進
本
に
闘
す
る
定
式
か
ら
考
察
を
は
じ
め
よ
声
。
/ 、え

は式定白ム

9

-

る

ヱ

あ
ポ弘、A

一

て)一
ず
町
一

2

従

H
一

h

=

 

白

4

Q

M

H
V
 

用

は
を
式
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念

定
栂
白

る

ル

な

セ



¥
 

い
ま

a
人
目
勢
働
を
投
下
~
し
て
仙
作
何
華
白
費
本
尉
を
も
用
ふ
る
事
な
し
に
↑
ヶ
年
し
て
消
費
財
部
生
産
さ
れ
る
も
の
と
し
、
生
虚
開
始
期
に
総
て

白
定
場

白
生
存
基
本
が
事
備
さ
れ
る
も
白
と
す
る
な
ら
ば
、
捗
働
者
白
年
勢
賀
線
額
に
等
し
い
だ
け
回
生
存
基
本
が
あ
れ
ば
、
一
ヶ
年
し
て
消
費
財
が
同
期
所
U

D

る
白
で
、
二
年
自
に
は
具
凪
消
費
財
で
一
年
目
に
市
栽
さ
れ
だ
所
一
回
生
存
基
本
を
補
施
す
る
事
に
よ
っ
て
周
擦
な
る
消
費
財
白
止
産
を
な
す
事
が
同
事
る
此
ル

た
は
セ

る
。
従
っ
て
、
い
章
生
事
基
示
を

s、
勢
働
者
一
人
常
り
年
捗
賃
(
以
下
草
に
勢
質
、
と
呼
ぷ

)
E
L
、
だ
示
ナ
な
ら
ば
、
雌
白
場
合
に
は
凶

H
m
F
で

あ

れ

に

ク

ミ
然
る
に
、
?
人
白
勢
働

E
投
下
し
て
他
に
何
空
室
財
を
も
周
ふ
る
ま
じ
に
一
ヶ
年
し
て
賢
吉
宗
生
産
さ
れ
、
共

Z
B
Pて
他

器

削

白
a
人
白
勢
柵
酬
を
投
下
し
て
一
ヶ
年
し
て
消
費
一
車
生
産
さ
れ
る

2
と
し
、
各
生
産
段
階
由
、
生
産
開
拍
期
に
常
時
同
生
産
段
階
D

錫
の
生
舟
基
本
が
準
市
中

M

僻
さ
れ
る
も
白
と
ナ
れ
ぽ
、
第
一
年
目
に

Q
E生
産
す
る
震
に

ι
r秒
、
第
二
年
目
に
ど
J
乞
用
H
V

て
消
費
財
を
生
産
す
る
錦
に
更
に

ιだ
け
、
白
生
存
基
し
戸
ひ

!

際

z

用

本
が
あ
れ
ば
第
二
年
目
白
鯵
り
に
は
市
費
財
部
生
産
さ
れ
る
の
で
島
る
一
一
部
、
そ
れ

r吋
で
は
、
骨
三
年
目
以
降
に
は
消
費
尉
は
生
産
さ
れ
待
ぬ
。
従
に
ポ
を

つ
で
第
三
年
目
に
も
消
費
尉
が
生
産
さ
れ
得
る
や
ラ
に
す
る
錦
に
は
、
強
め
第
二
年
目
に
更
に

qが
生
産
主
れ
て
居
ら
ね
ば
な
む
自
由
で
あ

p
、

従

つ

開

る

念

艮

た

概

て
共
白
銘
に
第
二
年
自
に
更
に
仏
だ
り
白
生
存
基
本
を
要
す
る
乙
而
し
て
そ
れ
だ
け
白
生
存
基
本
が
色
る
な
ら
ば
第
二
年
目
以
蕗
は
年
々
生
産
吉
恥
る
白
ひ
る

」
用
な

消
費
財
で
年
々
消
耗
さ
れ
る
生
存
基
本
部
骨
を
補
克
ず
る
だ
け
で
年
々
不
断
に
消
費
財
を
生
産
ず
る
事
前
向
車
る
。
従
っ
て
比
由
一
場
合
に
は

m
H也
、
理
を

A

諭

t
A白

十
回
ト
で
あ
る
c
然
る
に
、
す
人
白
書
を
投
下
し
て
他
に
何
宮
警
官
も
周
ふ
る
ま

L
に

一

午

L
て
費
本
財
主
生
産
主
、
其

E
的
品
川

を
周
ひ
て
他

T
人
白
勢
働
李
投
下
し
て
一
ヶ

fTレ
て
費
率
尉
Q
H
F
生
産
さ
れ
、
其
白
匂
を
用
ひ
て
他
白

a
人
白
鄭
働
を
投
下
し
て
一
ヶ
年
し
て
消
費
主
民
代

、

財
H
F
生
産
さ
れ
る
も
の
と
す
料
開
H

，

空

年

目

ι
qを
生
産
す
る
鴻
に
止
だ
け
、
第
二
年
目
に
P
H
を
用
ひ
て
ら
を
生
産
す
る
第
に
更
に

ιだ
け

、

第

三

本
I

B

曹
に

H

年
自
に
ら
を
用
ひ
て
消
費
財
を
生
産
す
る
需
に
頁
に
仏
だ
け
、
の
生
存
基
本
が
あ
れ
ば
、
修
三
部
目
白
地
帯

P
に
消
費
財
が
生
産
さ
れ
得
る
が
、
そ
れ
だ
閉
山
J

J

け
で
は
第
四
年
目
に
は
消
費
酎
は
生
産
さ
れ
向
。
従
づ
て
‘
第
四
年
目
巨
も
消
費
財
が
生
産
さ
れ
得
あ
盛
に
は
、
噛
め
停
二
年
自
民
真
に

q
問
、
又
、
相
吋
り

D

E

な一

第
一
コ
年
固
に
更
に

Q
出
生
産
さ
れ
て
屈
も
ね
ば
な
ら
自
由
で
あ
り
、
従
っ
て
、
其
回
毎
に
鐸
二
年
同
及
び
第
三
年
日
目
何
れ
に
も
頁
に
夫
々
品
だ
け
白
惑

1
1

生
存
基
本
川
町
要
す
る
C

捕
し
そ
れ
だ
げ
で
あ
っ
て
は
、
第
四
年
百
同
は
斯

t
Lて
生
産
さ
れ
た
る
P
H
を
用
ひ
て
更
に
a
人
白
勢
働
を
投
下
し
て
消
費
財

M
J
N
F

主
生
産
す
る
と
冒
と
が
闘
車
る
で
あ
ら
う
が
、
第
五
年
自
に
は
消
費
財
は
生
産
さ
れ
得
な
い
E

従
ワ
て
R
第
五
年
自
に
も
同
様
な
る
消
費
財
生
産
部
行
は
と
る

J
一

'

式

あ

E

hw得
る
宇
う
に
す
る
矯
に
は
、
組
曲
第
三
年
目
に
更
に

qが
生
産
さ
れ
て
厨
ら
ね
ば
な
ら
自
由
で
あ
り
、
従
っ
て
其
白
昼
に
第
三
年
目
に
頁
に
叫
だ
吋
定
で

5

の
白
は

白
生
存
基
本
が
必
要
で
あ
る
。
而
し
で
そ
れ
だ
け
白
生
存
基
本
が
あ
る
な
ら
ば
傍
三
年
日
以
降
は
年
々
生
産
さ
れ
る
消
費
財
で
年
々
消
耗
さ
れ
る
生
存
此
も
式
一

基
本
部
分
を
補
充
す
る
だ
け
で
年
々
不
慨
に
消
費
財
を
生
産
す
る
事
が
出
車
る
c
従
っ
て
曲
目
場
合
に
は

m
H
n
F
I凶
m
F
+皆
同
ー
で
あ
る
c
鈴
あ
に

生
存
基
本
S
の

ιに
到
す

ι股
量
的
閥
慌
の
右
自
如
き
費
化
を
些
細
に
検
討
す
る
に
、
夫
は
、
消
安
財
甲
車
産
白
錨
申
最
初
白
生
置
段
階
白
生
産
が
閥

3) 

費
本
主
義
的
論
理
績
諭

第
五
十
四
巻

凶

第
一
三
揖

" 

F 



喪

本

主

義

的

論

理

績

曲

第

E
十
回
巻

始
さ
れ
て
か
b
消
費
財
が
成
熟
す
る
迄
白
期
間
l

i己
れ
は
迂
同
生
盛
期
間
と
呼
ば
れ
る
l
l
t
白
敷
目
的
借
に
刊
刊
を
加
へ
た
畠
骨
計
額
に
、
迂
同
生
産

由

、

H

H

J

h

期
間
敏
在
来
ピ
た
る
と
こ
る
白
も
白
に
等
し
い
。
ず
な
は
ち
?
今
、
迂
同
生
産
期
聞
を
示
ナ
に
N
を
以
て
す
る
な
ら
ば

1
1
1

一IZ
+
l
-
Z
で

あ

白

m
w
F

〆

国

岡

、

る
。
此
主
主
、

T
r
z
v
h唱
な
る
定
安
得
ら
れ
る
。
(
然
る
に
以
上
長
え
さ
自
生
産
段
階
白
生
産
品

t
一

十

年

を

要

加

す
る
も
白
と
さ
れ
℃
ゐ
る
白
で
あ
る
が
、
脚
ち
、
生
産
段
階
が
一
ヶ
年
を
単
位
と

ιて
割
品
れ
で
ゐ
る
白
で
あ
る
が
、
辛
慣
習
に
そ
れ
が
h
年

を

車

位

恥

と
し
て
劉
ら
れ
る
も
白
と
ナ
ム
な
ら
ば
、
而
し
て
各
生
産
段
階
由
生
存
基
本
が
首
謀
生
産
段
階
白
生
産
開
始
期
に
準
備
さ
れ
る
も
白
と
す
る
な
ら
ば
、
川

豊
富
田
肢
は
で
官
、
各
生
産
段
階
に
各
労
働
者
白
提
供
ナ
喜
重
品
年
寄
で
き
か
ら
、
右
白
星
は

rctt唱
と

な

叫

る
。
拠
づ
て
い
ま
生
産
段
階
が
徴
分
時
間
骨
に
翻
b
品
る
も
白
‘
と
す
る
た
ら
ば
‘
換
言
す
れ
k
n
が
無
限
大
に
証
か
も
由
と
す
る
官
ら
ば
、
右
目
定
式
は
加

r
R
+間
)
十

E
F
M唱
円
と
な
ι
U
)
而
し
て
年
々
白
組
告
白
需
要
最
は
右
伯
何
れ
の
定
天
皇
告
に
も
剖
に
等
し
い
e

加

ポ
Z
1
ム
的
生
産
構
造
の
揚
ム
ロ
に
於
け
る
生
存
基
本
に
闘
す
る
定
式
が
定
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
己
れ
を
援
用
し
つ
U
生

存

崎

基

本

と

資

本

と

の

閥

聯

を

明

か

に

し

よ

う

ロ

、

¥

か

資
本
財
の
債
格
白
中
に
は
資
本
財
の
生
産
者
の
利
潤
が
A

官
固
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
費
本
財
の
/
利
用
者
の
立
揚
か
ら
は
斯
か
る
い
一
。

d

s

 

利
潤
部
会
も
亦
資
本
を
構
成
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が
故
に
、
資
本
は
資
本
財
債
格
中
に
含
ま
れ
る
利
潤
額
だ
け
生
存
基
本
を
超
過

τ

加
す
一

る
o

資
本
と
生
存
基
本
と
の
聞
の
此
の
闘
係
は
一
見
じ
た
る
所
側
め
て
単
純
な
る
も
の
に
見
え
る

7

の
で
あ

Z
が

、

賞

際

は

中

士

。

ぅ

誌

で
な
い
町
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
づ
、
ポ
ヱ

1
ム
的
生
産
椛
造
の
下
位
於
て
各
生
産
段
階
の
生
産
期
間
一
ゲ
年
‘
迂
同
生
産
期
間
五

@
M
E

る
』
「
訂

ヶ
年
、
一
持
働
者
営
り
年
産
物
六
-
一

O
(車
世
は
消
費
財
)
、
曲
百
貨
三

O
O
(車
位
は
消
費
尉
三
生
存
基
本
一
高
(
単
位
は
消
費
財
)
た
る
揚
合
な
臼
比

を

想

定

し

、

共

の

劫

合

に

就

て

資

本

と

生

存

基

本

と

の

関

係

を

考

察

す

る

己

と

か

ら

は

じ

め

よ

う

ロ

.

ぃ

l
J
i
山
崎

右

の

如

き

揚

倉

時

五

働

者

常

り

年

利

官

房

襲

撃

年

産

物

と

襲

名

言

る

=

一

一

O
(単
位
は
消
費
財

)
Z
Z
呼
品

mw
円
Z

、

‘

一

戸

由

主

主

苦

闘

す

る

定

式

回

U
(同

+
3
1「
に
よ
の
で
瞭
由
た
る
如
く
こ
・
ご
人
白
持
働
者
が
雇
傭
せ
ら
れ
る
害
で
あ
る
か
戸
刷

ら
会
館
に
於

τは
三
五
五
六
(
単
位
は
消
費
財
臼
だ
け
白
利
潤
が
生
産
さ
れ
る
管
で
あ
り
、
従
っ
て
生
存
基
本
白
利
潤
率
は
三
割
五
分
五
は
白
山

厘
六
毛
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
、
同
様
に
右
白
生
存
基
本
に
閲
す
る
定
式
に
よ
っ
て
瞭
た
る
如
〈
、
右
白
如
き
揚
合
に
は
、
金
に
稿
叫

合
捌
凶

生
存
基
本
S
D
中
に
は
各
生
産
段
階
の
年
勢
貨
J

叫
に
照
臆
す
る
生
存
基
本
が
十
五
含
ま
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
従
一
っ
て
之
等
牛
上
五
個

の
生
存
基
本
部
分
が
何
れ
も
右
白
利
潤
卒
で
利
殖
さ
れ
る
も
り
と
す
れ
ば
、
共
白
各
、
-
々
は
一
三
七
〈
盟
位
は
消
費
財
)
白
利
潤
を
恥
せ
ら

~， 

俸
三
披

四・

， 
r 
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れ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
忙
之
等
ト
ー
五
個
の
生
存
基
本
部
分
り
う
ち
、
五
個
は
直
接
に
消
費
財
白
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
も
り
で
あ
り
、

由
比

0

・~

四
個
は
寸
消
費
財
白
生
霞
応
用
ひ
ら
れ
る
資
本
財

G
」
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
石
も
の
で
あ
り
、
三
個
は
「
費
本
財

q
D生
産
に
用
ひ
本
封
る
け

ち
れ
る
資
本
財
Q
」
白
生
産
自
ひ
ら
れ
る
も
白
?
あ
り
、
一
一
個
は
「
資
本
財

G
の
生
産
自
び
ら
れ
る
棄
を
」

D

量
目
前
お

ひ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
個
は
寸
資
本
財
n
h
u
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
資
本
財

G
」
の
生
産
に
用
び
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
q
て
、
〆
陪
糊
恥
品

芭
援
に
消
費
財
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る

B
個
の
札
の
各
々
に
附
せ
ら
れ
る
利
潤
は
消
費
財
に
館
現
せ
ら
れ
る
の
で
資
本
を
構
成
し
た
口
料
開
〆

ぃ
。
之
に
反
し
て
、
「
消
費
財
の
生
産
に
用
び
ら
れ
る
一
資
本
財

G
」
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
4
個
の
札
の
各

-E附
せ
ら
れ
る
利
潤
は
バ
思
詰

-
p
s
 

資
本
財
F
H
K
蝿
現
せ
ら
れ
る
の
で
資
本
の
構
成
わ
参
興
ず
る
の
で
あ
る
が
、
「
資
本
財
Q
D
生
産
に
用
び
ら
れ
る
資
本
財
仇
」
白
生
産
嚇
お
刺
加

に
周
ひ
ら
れ
る
3
個

Z
D各
々
に
附
せ
ら
れ
る
利
潤
に
主
つ
て
は
資
本
財
Q
K
鱒
現
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
誓
件
費
本

D構
成
叫
ん

UZ

本

本
h

k
参
一
奥
す
る
の
は
勿
論
の
事
、
「
共
れ
の
慢
現
せ
ら
れ
る
資
本
財

G
」
主
用
ひ
て
生
産
さ
れ
る
も
の
が
亦
資
本
財
で
あ
る
が
故
に
共
白
喰
し
諸
山

資
本
財
n
h
D
債
格
構
成
に
参
輿
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
再
度
資
本
の
構
成
に
参
輿

ι、
「
資
本
財
Q
の
生
産
に
用
び
ら
れ
る
資
本
財

G
」

h

A
割
引

れ

1
「
-a

の
生
還
に
用
ひ
ら
れ
る
2
個
の
札
の
各
A
K
附
せ
ら
れ
る
利
潤
は
同
様
の
辺
自
に
よ
っ
て
=
麗
資
本
の
構
成
托
参
典
し
、
「
資
本
財
岬
M
h刑

G
の
生
産
臨
用
ひ
法
る
費
本
財

G
L
の
生
産
自
ひ
ら
れ
る
1
個
の
を
附
せ
ら
れ
る
利
潤
は
同
様
の
理
向
に
よ
っ
て
四
基
本
誌
U
紅

白
構
成
に
参
興
す
る
。
斯
く
て
此
の
揚
合
に
は
、
今
i
を
以
て
利
潤
率
を
示
す
た
ら
ぽ
、
生
存
基
本
が
肖
i

(

日
+
主
ι
臼
十
回

12)
で
る
る
糊
掛

あ
す
の
は

あ
る
白
に
戻
し
て
資
本
は
m
F
窃
(
同
+
P
)
+
串
(
同
+
?
?
白
日
+
N
C
+
凶
(
同
+
白
日
)

v

直
下
+
凸
)
}
に
常
る
事
に
た
る
o

帥
ち
之
を
一
般
的
比
で
味
本
田

実
現
す
る
危
ら
官
、
生
存
奉
本
が
防
円
安
+
2
1
1
5
+
+
出
土
}
で
あ
る
り
に
反
し
て
資
本
は
ト
2
{
?
?
2
l
z
t
1
2
1
い
一
日
一
時
吋
、

い
)
{
同
+
(
Z
L
(
Z
l
H
)
)
】
}
+
+
日
中
十
(
Z
!
日
)
凶
}
+
弓
+
2
1
5
-
}
U
に
首
る
事
に

K
る
。
と
、
一
際
考
へ
ら
れ
る
。

ν

腕

ι17時

以
土
院
総
て
我
々
は
生
存
基
本
と
資
本
と
の
閥
一
聯
を
一
臆
考
察
し
た
白
で
あ
る
が

V

其
の
安
祭
は
組
〈
ま
で
一
憾
の
も
の
に
曹
己
同
一
叫
ん
炉
問
一

-
不
明
。
何
と
た
れ
ば
滝
、
右
D
考
曹
長
て
は
例
へ
ば
「
資
本
財
仏
の
生
産
同
作
用
ひ
ら
れ
る
資
本
財
n
h」
也
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
3
伺
理
一
日
制
一

の
4
の
各
々
に
附
せ
ら
れ
呂
、
利
潤
は
、
資
本
財
戸
川
比
偲
現
せ
ら
れ
る
の
故
を
以
て
一
岡
、
突
亡
「
昌
吉
利
潤
申
隈
現
せ
ら
れ
る
寄
本
本
利
ら
白

t

ρ

1

費
複
せ
此

財
G
L
を
用
ひ
て
生
産
さ
れ
る
も
の
が
亦
資
本
財
で
あ
る
と
一
吾
ふ
事
の
故
を
以
て
今
一
問
、
結
局
一
一
一
周
資
本
白
構
成
に
参
興
す
る
も
}

e

l

 

0
と
さ
れ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
財
円
Q.h同
を
用
び
て
行
は
る
ah為
費
本
財
ρQh
の
生
産
が
有
じ
〈
ト
も
も
費
本
0
利
殖
を
指
措
準
申
原
型
と
す
る

6

5) 

費
本
主
義
的
前
理
続
論

第
五
十
四
巻

四
= 

第
三
擁

豆五



~ .， 

費
本
主
義
的
論
理
織
論

骨
五
十
四
巻

億一-一蹴

大

↑
も
の
で
あ
る
限
り
、
資
本
財

G
K合
ま
れ
る
利
潤
部
分
は
資
本
財
戸
川
の
中
に
共
の
ま
L
再
現
す
る
だ
け
で
た
〈
利
潤
を
附
せ
ら
れ
て

郎
ち
鏑
大
さ
れ
て
再
現
す
る
己
と
を
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
9

従
づ
て
、
、
例
へ
ば
右
の
例
に
就
て
言
、
へ
ぽ
、
資
本
は
苧

貨
同
士
)
。
+
主
士
)
困
+
岳
士
)
柿
+
N
A
H
ぃ
士
)
旬
十
回
戸

+
M
)
ふ
}
印
ち
、
〆
一
般
的
な
る
表
現
を
と
れ
ば
、
防
円
安
h
H
士
)
F
Z
+
(
2
1
5
信

'r

H
)

宇
宙
lc
十

+
H
2
1
工

)T}
に
営
る
替
で
あ
る
。

右
に
於
ズ
我
々
は
生
産
段
階
が
一
ヶ
年
毎
陀
劃
ら
れ
る
揚
A
口
に
就
て
生
存
基
エ
牛
と
資
本
と
の
倒
聯
聖
瞭
ち
か
忙
し
た
の
で
あ
る

が
、
此
白
闘
聯
は
、
生
産
段
階
。
匝
切
り
が
右
白
如
、
く
一
ヶ
年
毎
に
行
は
れ
る
も
の
で
な
〈
晶
曜
に
費
本
主
義
的
論
理
ー
の
展
開
に
際
し

で
前
挺
さ
れ
た
る
如
〈
微
分
時
間
毎
に
行
は
れ
る
揚
合
に
は
更
に
複
雑
た
る

-E
白
と
在
る
。
従
っ
て
斯
〈
の
如
き
複
雑
左
る
関
聯
を

考
慮
に
入
れ
つ

L
生
存
基
本
利
殖
的
論
理
と
資
本
利
殖
的
論
理
と
の
閥
の
距
離
を
岬
明
ら
か
に
せ
ん
と
ナ
耳
目
揚
合
に
は
、
徐
り
に
多
く

の
手
織
を
要
す
る
と
と

L
な
る
。
然
る
に
、
ポ
ヱ
1
ム
的
生
産
構
造
に
よ
る
事
を
や
め
、
-
般
的
生
産
機
浩
白
下
に
於
い
て
問
題
を

考
察
す
る
-
時
に
は
、
後
述
D
如
く
、
費
本
企
生
存
基
本
ど
の
閥
醐
酬
は
極
め
て
簡
草
た
る
も
の
と
在
同
市
白
で
あ
る
。
従
φ
セ
我
々
は

E

h
で
我
々
白
想
定
を
ポ
ェ

1
ム
的
生
産
構
造
か
ら
一
般
的
生
車
問
構
諮
へ
切
り
替
え
ね
ば
友
ら
ぬ
。
乍
併
、
此
の
切
り
替
え
の
過
程
に

於
て
は
、
之
等
h
u
ニ
つ
の
生
産
構
浩
白
問
D
闘
聯
を
瞭
ら
か
に
し
て
か
as
る
の
で
た
け
れ
ば
、
迎
路
が
断
た
れ
る
事
陀
友
る
。

ー
我
々
は
ポ
J
1
ム
的
生
虚
構
造
と
ず
一
的
生
産
構
遣
と
白
閥
聯
付
け
堂
、
生
存
基
本
陀
闘
す
る
定
式
を
手
懸

m
-と
し
て
行
は
ん
と
す
る
。
従
っ
て
、

暗
唱
々
は
先
づ
戸
般
的
生
産
構
造
国
下
に
於
け
る
生
存
基
本
に
闘
ナ
る
定
式
を
定
立
し
て
か
L

ら
ね
ば
な
ら
向
。
而
し
て
其
の
偶
に
は
、
ポ
ェ
1
ム
的
生

産
棒
読
白
下
に
於
け
る
定
式
を
再
吟
味
し
て
か
L
ら
ね
ぼ
な
ら
由
巳

h
v
室
、
各
生
産
段
階
に
於
て
最
初
陪
投
下
さ
れ
る
胸
骨
働
が
消
費
財
Mm成
熟
ず
る
ま
で
白
期
聞
を
勢
倒
白
血
産
成
熟
期
問
、
と
呼
ぶ
と
と
と
す
る
@
而
し

て
い
輩
、
ポ
4

7

ム
的
生
産
構
浩
白
下
陀
於
で
ー
、
生
産
段
階
が
一
ヶ
年
を
単
位
、
と
し
て
劉
ら
れ
、
迂
同
生
産
期
聞
は
N
で
あ
り
、
各
生
巌
段
階
に
於
て

a
A
ι
勢
働
部
投
下
さ
れ
る
も
回
と
す
る
@
掠
る
時
に
は
ト
N
だ
け
白
勢
働
者
が
年
々
雇
傭
せ
ら
恥
る
誓
で
昂
る
が
、
そ
白
う
ち

q
D
生
産
に
投
下
さ

a
 

れ
た
る
勢
働
a
は
N
年
に
し
て
消
費
財
に
成
熟
L
、
G
，
自
生
産
に
投
下
さ
れ
た
る
捗
働
2

は
Z
l
同
年
に
し
て
消
費
財
に
成
熟
し
、

G
回
生
産
に
投
下

さ
れ
た
る
勢
働
a
は
凶
l
同
年
に

L
て
消
費
財
に
成
掃
し
、
以
下
之
に
準
ず
る
自
で
あ
る
か
ら
、
一
消
費
財
白
生
産
白
偶
に
繍
て
白
生
産
段
階
に
於
て
拠

-

』
下
さ
れ
た
る
接
働
白
生
産
成
熟
期
間
白
繍
計
は

p
〔同
1
庁
国

I
T
ω
+
・
+
足
U
H官
+
Z
γ
占
Z
K
轄
し
い
。
(
右
に
婚
で
は
↓
ヶ
年
を
草
位
主
l
u

て
生
産
段

h
 

階
を
割
っ
た
昭
で
あ
る
が
、
¥
H
ま
そ
れ
を
仙
刊
を
単
位
、
と
し
丈
割
る
と
す
る
な
邑
問
、
一
生
産
段
階
白
殴
は

dι
祉
問
、
ノ
各
生
産
段
階
に
於
で
は
中
人
目
捗

四
回

其盛ーに陪論述医多少由課謬が会委れてゐる白で、 と主陀其白誤謬を訂Eしつ
L再縁する白である。
策一ー表K明朝活字で飽きれた畠生産保陵は、各迂回生麿期間年目「ー勢働者
常習i産物」、 E岡表によって連結しで推定される所の各迂同生産期間宇年白

7) 



働
者
の
各
々
が
ん
抑
年
同
勢
働
す
る
事
と
な
る
。
従
っ
て
、
依
然
と
し
て
副
胃
け
の
野
働
者
出
年
々
雇
傭
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
v

勢
働
白
血
産
成

熟
期
間
四
純
計
は
t
H
+同
+
ω
+
ι

回
国
)
日
陪
唱
防
k
な
る
C

従
っ
て
A

生
産
段
階
が
徴
分
時
関
空
割
ら
れ
る
も
白
是
す
れ
ば
、
労
働

の
生
霊
熟
期
間
白
総
計
仕
(
仰
+
早
川
叩

H
4
Uな
る
よ
然
る
に
、
此
白
「
者
自
生
産
量
期
間
白
綿
雪
量
質
L
を
乗
じ
た
る
も
白
は
、

曇
に
定
立
さ
れ
た
る
「
生
存
基
本
に
聞
ナ
る
定
式
」
に
よ
っ
て
瞬
な
る
如
〈
、
生
存
基
本
陪
他
な
る
な
い
。
附
白
事
か
ら
我
々
は
、
生
存
基
本
は
第
働

自
生
産
成
熟
期
岡
田
純
計
に
勢
貨
を
乗
ビ
た
る
も
白
に
事
じ
い
、
左
官
ふ
車
を
知
る
白
官
あ
る
c

岡
L
て
此
円
事
H
F
、
一
般
的
生
虚
構
法
自
下
に
於
け

る
生
「
存
基
本
に
闘
す
る
定
式
を
定
立
す
る
鑓
四
手
掛
り

-tt
る
四
で
あ
る
也

0

.

一
般
的
生
産
構
謹
白
下
に
於
け
る
生
存
基
本
に
開
ず
る
定
式
を
定
立
ず
る
錨
に
、
い
ま
最
も
簡
翠
な
る
場
合
主
探
問
、
た
Y

-
種
類
泊
費
木
財
と
、

た
H
A

一
種
類
自
消
費
財
と
が
あ

p
、
何
れ
白
尉
白
一
個
の
生
産
に
も
同
様
に
、
費
本
財
C
(
と
れ
は
1
よ
習
も
小
で
あ
る
筈
で
あ
る
)
個
と
努
働
者
，
g
人

を
要

L
.
且
、
何
れ
由
尉
白
生
産
期
間
も
一
年
で
あ
る
&
し
よ
う
。
品
楠
る
場
合
に
は
、
消
費
財
-
個
白
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
と
と
る
伯
C
個
血
費
本
財

P
生
産
の
錫
に
は
代
人
だ
け
旧
勢
働
力
と
ぴ
個
だ
け
の
賓
本
尉
と
を
要
じ
、
其
の
O
個
目
安
否
則
自
生
産
に
は
一
一
人
目
勢
働
力
と
伊
個
目
費
1
財
止
を

k
z
e
 

要

し

、

晶

下

若

手

z
z
z
q消

費
財
一
個
の
再
生
産
の
警
は
、
さ
+
口
+
q
+
・
)
J州
首
け
白
幡
宮
働
を
喪
主

Z
を
そ

そ
の
う
ち
、
消
費
財
白
生
産
に
直
接
投
下
さ
れ
る
捗
働
は
一
年
に
じ
て
消
費
財
に
成
熟
し
、
「
消
費
財
回
生
嘘
忙
期
ひ
ら
れ
6
費
本
財
」
白
生
産
K
投
下

さ
れ
る
勢
働
は
二
年
に
し
て
消
費
財
に
成
熱
し
、
「
其
の
費
本
財
白
注
産
に
用
ひ
ら
れ
る
費
本
財
」
白
生
産
民
投
ド
吉
和
る
第
働
は
=
一
年
に
し
て
消
費
財

に
成
摘
し
ち
瓜
下
之
に
準
ず
る
旧
で
あ
る
か
ら
、
市
費
財
一
個
。
生
産
自
需
に
綿
て
白
生
産
段
階
に
於
て
投
下
せ
ら
れ
る
勢
働
白
生
産
成
熟
期
間
白
抽
相

官

、

主

主

主

P
百
十
)
H
d県
別
に
轄
し
い
@
従
っ
て
曲
目
場
合

f

J、
消
費
尉
一
個
事
白
血
需
品
要
な
る
主
主

は
は
ザ
に
等
し
い
き
あ
え
綿
て
白
消
費
目
白
生
産
品
要
な
る
生
存
基
本
は
、
い
主
消
費
財
生

3
5
5な

ら
ば
、
回

H

議叫

に
等
し
い
笹
で
あ
る
6

e

マ

一
般
的
生
産
構
挫
の
下
に
於
け
る
生
存
恭
木
に
闘
す
る
定
式
が
定
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
定
を
援
用
す
一
る
事
に
よ
っ

て
、
ポ
ヱ

1
占
的
生
産
構
迭
と
一
般
的
生
産
構
浩
止
の
闘
聯
づ
け
を
な
す
事
が
山
間
来
る
。
邸
ゆ
り
、
ポ
エ

1
ム
的
生
産
構
造
の
下
に
於

、

τ、
一
生
産
段
階
が
償
分
時
間
毎
に
劃
白
れ
る
場
合
E
於
て
は
、
生
存
基
本
主
回
H
同
日
所
要
部
品
慨
量
は
刷
、
従
っ
て
所
一
暴
動
白

t

t

M

 

由

Z

d

F

綿
持
賃
は
凶
F
Z
U
従
っ
て
所
要
務
働
賃
棉
額
に
射
す
る
生
存
基
本
白
比
率
は
判
門
判

H
M叶
ー
で
あ
る
が
、
一
般
的
生
産
構
抽
出
の
下
に

、

;

〉

"

、

ο

"

ゐ

於

て

は

、

生

存

法

本

は

山

山

ザ

所

要

議

言

明

叩

従

っ

て

主

勢

働

の

襲

貨

は

叫

肘

卵

白

従

っ

て

生

存

基

本

の

費

本

主

義

的

論

理

輔

諭

ご

同

五

保

三

蛾

第
}
1
十
四
巻

七

b
b
k
l一

" 
「で努働者賞P年産物」、に照聴する所目も Dである。本稿陪告をてはよ.y精曜
t苔論越をなで食鵠に婿〈白如き想定を加へる事にした目である。
他方、消費財一個白再生庫四矯には、消費財ー個と、，j宵費財←個賞~'"生康

、!

8) 

，-，' 



資

本

主

義

的

論

理

績

諦

館

五

十

四

谷

針
界
貿
綿
翻
比
率
は
印
レ
ー
μ
h
r
ω
l
H
l
ぃl
i
で
あ
る
。
世
つ
で
我
々
は
、
凶
十
日
リ
ー
ド
ー
た
る
定
式
を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
之
K

H
l
C
H
1
(い-
p

d

ψ

、

回

、

]

戸

!

の

よ
っ
て
、
一
定
の
迂
同
生
産
制
聞
を
有
す
る
ポ
エ

1
ム
生
産
構
浩
一
的
生
産
方
法
と
同
一
白
生
存
基
本
封
持
賃
総
額
比
卒
在
有
す
る
一

般
生
産
構
造
的
生
産
方
法
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
一
一
日
ム
事
を
、
帥
ち
、
一
定
の

N
K
照
隠
す
る
C
は
何
程
で
あ
る
か
と
言
ふ

事
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
o

'

o

、

沖

1
k
、
一
般
的
生
産
構
池
の
下
K
於
℃
位
、
消
費
財
邸
ち
年
産
物
一
個
官
り
の
生
産
に
要
す
る
弊
働
白
量
は
、
骨
量
に
時
明
ら
か
に
し

同
の

と
る
如
ぐ
、

1
1
1
1
で
あ
る
か
ら
、
持
働
者
一
人
堂
り
白
年
康
物
は

i
1
1
で
あ
る
管
で
あ
る

U

従
っ
て
我
々
位
、
ポ
エ

1
ム
的

同
ー
の

s

l

H

1

の

生
産
構
遣
の
下
忙
於
て
想
定
さ
れ
る
所
の
「
持
働
者
一
-
A

公
品
り
年
産
物
L

を
示
す
に
偲
に

P
を
以
て
す
る
友
ら
ぼ
、
】
V
H
H
1
U
1
抵

も

f

E

る
定
式
を
得
る
白
で
あ
っ
で
、
之
に
よ
っ
て
れ
一
定

ρ迂
同
生
産
期
間
を
有
す
る
ポ
エ

1
ム
生
産
構
越
的
生
産
方
法
に
就
て
想
定
せ
ー

ら
れ
る
用
と
同
一
白
一
日
労
働
者
年
産

物
を
生
産

L得
る
一
般
生
産
構
治
的

生
産
方
法
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
る

か
と
言
ム
事
在
、
帥
ち
、
一
定
白
N

の
揚
合
D

一
定
の
F?
に
照
膝
す
る
，
z

は
何
程
で
あ
る
か
と
言
ム
事
を
、
知

り
得
る
D
で
b
る四

方
に
於
て
我
々
は
ポ
γ『

1
ム
的
生

産
構
遁
と
ご
般
的
生
産
梼
誼
と
を
関

聯
付
け
る
道
を
拓
い
九
白
で
あ
る
か

ら
、
我
々
は
今
や
、
暴

ι拙
稿
「
資

本
主
義
的
論
理
」

D
展
開
に
際
し

τ

前
提
し
た
る
所
の
ポ
エ
上
ム
的
生
産

表

生 生産函数 左白場合白

左ー同と賃車持を産的生方I 費生 伊勢生

産 本 働

府産 力産
白う法
生ポ町

方
tこ t二

曹
関係 闘傑

li(6〉

ナ す

法 る盤 る股

( 1 ) (~) (3) 

(1.) 自.33333 日.001257811 530.0 1.50 3.0，!， 

(ロ) 0，42857 。竜0010~867 555，5 1.75 8.5;)! 

(ノ、) 0，50000 0.00086207 580.0 2.00 4.0.年

(~) 0.55556 0.00日73B89 601.5 2.25 4.51p. 
〈ホ) 0:60000 0.00064516 620.0 2.50 5.01年

(~) 0:63636 。00057221 635.5 2.75 5.5':~ 

(ト) 0.86667 0.00051282 650.0 3.00 6.0.1:F 

(チ) 0.69231 0.000胡585 660.5 3.25 6.5年
(9) 。ー71429 0.00042644 67.0.0 3.50 7.0'f. 

(，，) 0.73333 0.000~9331 678.0 3.75 7.5年

ぐル) 0.75000 0.0田町岨8 685.0 4.00 8.0'1' 

(ヲ) 0.76471 0;00034076 690.5 1.2'5 8.6年

(ヲ) 0.77778 。加031974
669958 •• 0 1 

4，50 9.0年

(カ) 0.78947 0.00030157 4.75 9.5年

(ョ〉 0;80000 0.00028571 マ00-.0 5.00 10:0年

第

〆

二
四
六

告事

競

f¥、

a'CI:. ~~ 
に晶宴なる資本財 C 回再生産に必要なあ生存基本庁干百 &が、邸ち合計
〈1-CF+a'CL(1予Cl'
子手苛二三だけ<D生#基本利殖的組酬が、年々生産旨同ばならぬ。

伽 〆 一一 一一一
1 一一一一一一一一一一一一一一一一一



構
法
白
下
に
於
貯
る
生
漆
方
法
と
同
一
の
生
有
基
本
剥
勢
賃
線
額
比
率
会
一
持
働
者
年
産
物
と
を
有
す
る

-
M限
生
産
構
造
的
生
産
方

1
1
J

法
、
主
算
出
す
る
事
が
出
来
る
。
第
一
表
忙
ゴ
チ
ツ
タ
活
字
で
記
さ
れ
た
る
生
産
係
数
は
帥
ち
そ
れ
で
あ
弘

uu

そ
れ
は
E
K
品
購
白
拙
ず
利
也
J

(

、、手

、
稿
の
展
開
に
際
し
て
前
挺
さ
れ
た
る
所
の
生
産
方
法
と
同
一
の
生
存
基
本
艶
差
貝
控
制
比
苧
と
一
弊
働
者
年
産
物
と
を
有
す
る
も
白
叫
前
日
一

で
あ
る
が
放
に
、
そ
れ
を
及
礎
と
じ
て
生
存
基
本
利
殖
む
立
揚
に
従
っ
て
持
働
乃
至
生
存
基
本
の
限
界
生
産
力
函
数
乃
至
需
要
函
数
日

h
一札

を
導
き
出
す
註
ら
ば
、
設
K
拙
稿
寸
資
本
主
義
的
論
理
L

K
於
て
展
開
せ
ら
れ
た
る
所
白
そ
れ
と
金
〈
同
↓
り
結
果
を
歯
然
得
ペ
き
へ
か
(

知
得

q

一

も
の
で
あ
る
。

k

J

J

を
て
一
7

L
j
J
1
一

我
々
は
斯
く
し
て
理
路
白
一
貫
性
を
破
る
事
た
く
我
々
の
想
定
を
ボ
エ

1
ム
的
生
産
構
造
か
ら
一
般
的
生
産
構
造
へ
切
り
替
え
る
開
削

U
J

事
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
J

今
や
、
一
般
的
生
説
明
構
造
の
下
忙
於
け
る
資
本
と
生
存
基
本
と
白
閥
聯
を
瞭
か
に
せ
ね
ぽ
た
ら
向
。
-
吋
町
騨

右
托
於
て
惣
定
せ
ら
れ
た
る
一
般
生
曜
樽
遁
的
生
産
方
法
白
下
忙
於
て
は
、
消
費
財
二
側
首
り
D
再
生
康
民
製
す
る
生
存
基
本
は
以
内
一
利

C
本
本

襲
。
定
式
陀
よ
り
醐
怖
か
た
る

H
く

1
同
作
ー
で
あ
る
同
然
る

κ、
市
費
吋
一
個
蛍
り
の
再
生
産
の
潟
に
は
，
年
々

C
個
白
資
本
財
が
財
費
基

必
要
た
の
で
あ
る
が
、
年
七
個
の
副
長
が
消
費
財
室
長
ト
ト
れ
調
刊
誌
に
は
、
年
々
生
産
さ
れ
る
資
本
財
の
量
は
¥
計
~
岬

営
該
量
の
資
本
財
の
再
生
徒
忙
必
要
だ
る
資
本
財
量
と
右
の

C
と
の
合
計
績
に
等
し
か
ら
臥
ば
注
ら
お
。
帥
ち
い
ま
消
費
財
一
個
首
削
叫
払

ι

り
の
再
生
産
自
潟
に
必
要

2
資
本
財
の
量
を
一
不
ず
に

X
E
以
て
十
日
~
芸
品
、
ー
山
J
+
?
凡
ぺ
で
友
け
れ
ば
在
ら
ね
ロ
従
鰐
口

っ
て
消
費
財
一
個
の
再
生
産
白
告
は
消
費
財
一
個
と
資
本
財
叫
叶
個
、
計
刊
一
叫
個
の
綿
産
物
が
生
産
さ
れ
ね
ば
危
ら
説
的

ね
。
然
る
に
、
資
本
財
及
び
消
費
財
の
何
れ

ρ
一
個
の
生
産
に
も
、
仮
定
K
ょ
の
お
+
船
、
巴
だ
付
の
資
本
主
要
す
る
u

従
っ
て
消
は
暑
に

章

一

個

の

再

生

産

量

に

は

、

何

倍

『

だ

け

の

資

本

を

要

す

る

の

で

あ

る

。

覇

14J，

回
目

1
門

跡

づ

J

勢

白

刀

mu
所
主
一
Hト

嘗
る
一

C

業
れ
t
十、

企

ら

は

一
得
事

資
本
利
殖
的
論
理
と
生
存
基
本
利
殖
的
論
理

右
に
於
て
我
々
は
生
存
基
本
と
資
本
止
の
関
聯
を
究
め
た
O
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
か
ら
生
保
基
本
利
殖
的
論
理
と
資
本
利
殖
的
論

理
と
の
美
異
を
明
ら
か
比
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
Q

そ
と
で
い
士
、
共
の
錦
に
、
暴
白
拙
稿
寸
資
本
主
義
附
論
理
」
の
展
開
に
際
し
て
前
挺

さ
れ
た
る
ポ
エ

I
A
生
産
構
造
的
生
産
方
法
と
同
一
の
生
存
基
本
針
弊
賃
縮
額
比
率
と
一
葬
働
者
年
第
貨
と
を
有
ず
る
一
般
生
産
構

9) 

費
本
主
説
的
論
斑
醐
間
前

第
五
十
四
巻

二
回
告

第

= 
強

九



第
宜
十
四
智

治
的
生
産
方
法
と
し
て
、
右
に
於
て
算
出
さ
れ
た
る
所
。
生
唾
函
教
の
揚
合
に
於
古
、
一
戸
企
営
り
一
高
(
単
位
は
消
費
財
)
白
資
本
が
投

J

陣
本

下
さ
れ
、
資
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
と
し
て
生
産
方
法
白
選
揮
が
行
は
れ
る
も
の
と
し
て
、
問
題
を
考
察
し
よ
う
。
を
費

右
に
規
定
さ
れ
た
る
事
情
。
下
に
於
て
は
突
の
第
二
表
ぽ
欄
乃
高
習
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
持
貨
四
八
一
紘
一

六
の
揚
合
に
は
生
産
方
法
(
ホ
)
が
、
努
賃
五
二
八
四
揚
合
に
は
生
産
方
法
(
ト
)
が
、
持
賃
五
六
六
の
揚
合
に
は
生
産
方
法
(
リ
)
が
、
討
議

、
持
賃
五
味
八
の
揚
合
作
は
生
産
方
法
(
ル
)
が
、
勢
貨
六
一
ニ
プ
万
揚
合
一
に
は
生
康
方
法
(

V

V

が
対
費
本
利
殖
白
立
揚
か
ら
最
も
有
利
閥
、
動
白

つ
り

せ
ら
れ
、
従
っ
て
探
揮
さ
れ
る
。
従
っ
て
持
貨
問
八
六
白
揚
合
に
は
七
・

O
六
二
人
、
持
賃
五
二
人
の
揚
合
に
は
五
・
四
七
一
人
、
一
む
背

努
賃
五
六
六
の
揚
合
に
は
四
・
四
六
二
人
、
曲
目
賃
五
九
人
の
揚
合
忙
は
=
了
七
六
九
人
為
一
持
賃
六
三
三
の
揚
合
に
は
一
子
守
一
六
て
入
、
帥
咽

の
持
働
力
が
需
要
き
れ
る
事
忙
な
る
。
斯
九

γι
て
持
働
需
要
函
数
が
形
成
せ
ら
れ
る
。

r

殻一貯
賞
費

然
る
に
、
¥
其
他
の
事
情
が
右
と
同
様
で
あ
る
揚
合
に
た

r生
産
方
法
選
揮
が
、
右
陀
於
け
る
が
如
〈
資
本
の
利
殖
を
指
導
原
却
と
一
と
消

L
て
で
た
〈
1

生

叫

抗

存
基
本
の
利
殖
を

~
h

指
導
原
理
と
し
て
白
+
司

「
L
n比

行

は

れ

る

も

の

と

宮

崎

す

る

左

ら

ぽ

、

第

湘

M

二

表

例

欄

忙

ょ

っ

綿

得z
w
 

て
醐
怖
か
在
る
如
れ
て

札
立
さ
ワ

ぐ
、
夫
々
の
持
貨
ら
定
座
功

得
て
生
に

の
揚
合
に
最
も
有
て
於
ピ
ー

つ
に
て
と

利
硯
せ
ら
れ
採
揮
よ
節
以
る

に
一
邑
す

せ
ら
れ
る
所
の
生

産
方
法
が
異
っ
て

費
本
主
義
的
論
理
積
論

凹
J、

， 

表

生 捗 費 生 企

働 企 本 ;存ー

常業
産 常 |業 '" 某

' 勢 年 本 り

方 4ド 働 ホj 年
i産勾主

勢 需 潤 京j

法 賃 要 事 串 相， 

( 1 ) (2 ) (3) (4) (.5 ) (6) 

{ユ} 486 8.0784 0.0933 、0.1056 1.895 

(ホ) S危 7.0621 0.0946 0.1103 4379 

(へ)・ タ 6.2573 0.0935 0.1119 3977 

(ト) • 5.5991 0.0916 0.1125 

(テ) • 5.0707 0.0885 0.1105 

(円) 528 6.097J. 0.0655 0.0740 3875 

(ト) • 5.4705 0.0667 0.0770 

〈チ) タ 4.9649 0.0658 O~0772 .3279 

(9) • 4.5393 0.0645 0.0768 

(チ) 566 4.8730 0.0460 0.0514 3219 

(リ) ター 4更4623 0.0464 0.0田5 2990 

(ヌ) " 4.1144 I 0.0461 0.0528 2790 

(ル) タ 3.8153 0.0454 0.0526 2614 

(，，) 598 4.0609 0.0325 0.0357 2753 

(ル〉 9 3.7，β93 0.0328 広03637258.号

(ヲ) • 3.5185 0:0325 0.03640 2担 O

(ワ) • 3守2998 0.0320 0.0365 2293 

(ヲ) 633 3.4757 0.0200 0.0214 2400 

(ヲ) 。 3.'2621 0.02泡2 0.0218 2267 

(カ) • 3.0761 0.0200 0.0217 2147 

ー指

傍

観

O 



来
る
の
で
あ
る
o

従
っ
て
、
一
定
白
資
本
供
給
量
と
一
定
白
生
産
函
蚊
と
の
下
に
於
て
も
資
本
の
利
殖
を
指
準
原
理
と
し
て
形
成
せ

ち
れ
る
と
生
存
基
本
O
利
殖
を
指
導
原
理
と
し

τ形
成
せ
ら
れ
る
と
に
依
っ
て
臭
っ
た
弊
働
需
要
函
教
が
由
来
る
。

我
々
は
暴
の
拙
稿
寸
資
本
主
義
的
論
理
い
に
於
て
、
資
本
主
義
的
論
理
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
持
働
需
要
函
数
は
、
共
の
何
れ

の
黙
に
於
て
も
努
働
白
限
界
生
産
力
と
一
致
し
、
従
っ
て
所
謂
限
界
生
産
力
説
の
主
張
す
る
が
如
量
生
出
問
要
素
決
定
に
翠
昔
、
従
っ

て
生
産
要
素
に
闘
し
て
限
界
殻
附
均
等
法
則
を
寅
現
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
ニ
昌
ム
事
を
瞭
恥
併
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
揚
A
H

第

生 勾三 告書 賓勢 生勢

勢 企 11 ミー 厚量 働
本働限

存働

産
働者

業 業 物 需 基限

勢働
'0 の 要 耳目j界 本界

方 年 年 使 費
殖産生 羽殖産生

勢 需 産 1~ 1~ 
法 質 l 要 ご 相以 量〆 量 的力 的力

( 1 ) (2 ) (3) (4 ) ( 5) (6) ( 7 ) (8 ) 

(;) 486 8.0784‘ 4859.13 460 421 

(ホ)

、 生80060 1.0162 473 435 

• γ.0621- 43.78.53 486 450 

401.99 。‘8048 499 465 

(へ) タ 6.2573 包076.54 470 

("-) 528 6.097i 3874. 70 I 502 ，470 
318.91 0.6266 509 4マ6

(ト〉 ， 5.4705 3.555.80 528 500 

276会β O.W55 547 524 

(ナ)I • 4.9649 3279.34 553 5~O 

(ナ) 566 4.8730 3218.61 551 530 

228.88 0.4107 557 537 

(9) タ 4.4623 2989.74 蝿 6 547.1 

200ゐ19 0.3479 575 558 

(ヌ) • 4.1144 2789.55 582 565 

(ヌ) 598 4，0609 2753.30 581 565 

(ル)

171.3~ 0.2916 
158988 8 

573 

2581.98 タ 3.769::¥ 585 

152.46 0.2508 60S 597 

(ヲ〉 告少 3.5185 2429.52 615 605 

(ヲ〉 633 3.4757 2冊。。。 564 ノ 605

132.83 0.2136 622 614 

(ヲ〕 タ 3.2621 2267.'17 
66545 4 

627 

1l9.75 0.1800 639 

(カ〉 • 3.0761 2147.42 654 650 

• 

回
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諸
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る
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生
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z
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立
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定
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締
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h
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費
本
主
義
的
論
理
続
論

第
五
十
四
巻

E 
O 

策

観

" 

に
所
謂
「
資
本
主
義
的
論
理
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
努
働
時
而
要
函
数
」
と
は
他
な
ら
ぬ
生
存
基
本
利
殖
的
論
理
に
よ
っ
す
~
形
成
せ

ら
れ
る
持
働
需
要
函
数
で
あ
っ
た
の
で
あ
石
。
さ
う
で
あ
る
以
上
は
、
資
本
利
殖
的
論
理
に
上
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
弊
働
需
要
函
数

除
、
有

L
〈
も
そ
れ
が
生
存
基
本
利
殖
的
論
現
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
弊
働
需
要
函
数
と
異
る
限
り
、
斯
く
の
如
昔
性
格
を
持
ち

め

得
な
い
替
で
あ
る
。
印
ち
、
突
の
第
三
表
例
欄
に
上
ク
て
一
不
さ
れ
る
如
〈
、
例
へ
ば
、
弊
貧
困
八
六
の
場
合
資
本
利
殖
の
立
場
か
ら

最
も
有
利
な
る
も
の
と
し
て
採
揮
せ
ら
れ
る
慮
の
生
産
方
法
(
ホ
)
白
下
陀
於
け
る
持
働
白
限
界
生
産
力
比
四
八
六
で
な
く
四
五

O
で

あ
り
、
持
賃
五
二
八
の
岨
割
合
警
本
利
殖
の
立
揚
か
ら
最
も
宿
利
社
る
も

q
dと
し
て
探
揮
せ
ら
れ
る
鹿
の
生
産
万
法
〔
ト
)
の
下
に
於
け

る
勢
働
の
限
界
生
ー
産
力
は
五
二
入
で
な
〈
五

O
O
で
あ
答
。

資
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
と
し
て
生
産
が
行
は
れ
る
揚
合
忙
は
、
上
過
の
如
〈
、
そ
り
何
れ
の
鮪
も
が
勢
働
限
界
壁
産
力
と
一
致

す
る
が
如
苦
勢
働
誇
姿
函
数
は
得
ら
れ
左
〈
左
り
、
従
っ
て
所
謂
限
界
生
産
力
説
は
破
れ
、
従
っ
て
生
産
婆
素
に
闘
す
る
限
外
数
用

均
等
法
則
。
賞
現
は
期
し
得
ら
れ
な
〈
な
る
、
と
一
熔
見
え
る
の
で
あ
る
o

併
し
左
が
ら
、
壬
れ
は
資
本
を
生
存
基
本
へ
還
元
し
て

持
働
白
限
界
生
産
力
を
測
定
し
て
か
a
A

る
か
ら
で
あ
っ
で
、
若
し
斯
く
り
如
ぐ
す
4

也
事
左
〈
資
本
に
直
接
邸
し
つ
h
L
持
働
の
限
界
生

産
力
主
測
定
仁
て
か
L
る
注
ら
ば
、
卸
ち
、
聞
で
量
の
資
本
と
結
合
さ
れ
る
持
働
自
費
化
量
を
以
て
そ
れ
に
問
臆
す
あ
年
産
物
の
鑓

化
量
を
除
し
て
持
働
白
限
界
生
産
力
を
算
出
(
第
三
菱
何
乃
車
内
川
欄
)
L
て
か
as
る
な
ら
ば
、
ん
第
三
去
一
mw
欄
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
如
〈
、

夫
々
白
持
貨
の
場
合
資
本
利
殖
の
立
揚
か
ら
最
も
有
利
た
る
も
?
の
と
し
て
採
替
を
ら
れ
る
慮
白
夫
々
の
生
産
方
法
白
下
に
於
け
る
持

働
の
限
界
生
産
力
は
常
設
第
貨
と
一
致
し
て
ゐ
る
事
を
知
る
の
で
忘
る
。

右
と
同
様
白
事
は
資
本
の
需
要
函
敢
に
つ
い
て
も
斗
一
一
口
は
れ
得
る
a

卸
ち
い
ま
共
他
の
事
情
が
右
に
朝
ω
定
さ
れ
た
る
所
と
同
一
で
あ

る
揚
合
、
資
本
D
供
給
に
闘
す
る
想
定
だ
け
を
取
去
り
九
共
の
代
り
に
例
へ
ば
企
業
常
り
持
働
者
数
を
十
人
と
す
る
左
ち
ぼ
、
第
四

表
が
得
ら
れ
司
令
部
ち
、
勢
貨
同
八
六
の
揚
合
に
は
生
産
方
法
(
市
)
が
、
勢
質
五
二
八
白
一
揚
合
に
は
生
康
方
法
円
下
)
が
、
持
賃
五
λ

六
の
揚
合
に
は
生
産
方
法
(
リ
)
が
、
労
賃
五
九
八
白
揚
合
に
は
生
産
方
法
〔
ル
V

が
、
持
賃
六
一
品
三
四
揚
合
に
は
生
路
方
法
(
ワ
)
が
、

資
本
利
殖
白
立
揚
か
ら
最
も
有
利
腕
せ
ら
れ
る
の
で
あ
h

九
従
っ
て
持
賃
四
八
六
回
揚
合
K
は
利
潤
率
。
・

0
九
四
六
の
生
産
方
法

h
中
)
が
採
揮
せ
ら
れ
共
の
結
果
一
四
一
六

O
だ
け
の
資
本
が
必
要
と
さ
れ
、
持
貨
五
三
八
白
揚
合
に
は
利
潤
寧

0
・
0
六
六
七
な
る

〆 ，、尻町 、
世 8参照)J 1+ ，:，ニ:" J '~蛍該生存基本山差除?をる剥間を除ナ6ζ 止にι(~~C)') 
ょ。τ、得られ.~JD~曇るが、又、夫の如 (Gても符られる。開ち、年産物
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生
産
方
法
(
ト
)
が
、

採
樟
せ
ら
れ
其
の

結
果
一
八
二
八

O

だ
貯
の
資
本
が
必

要
と
さ
れ
、

f

鼻
賃

五
六
六
白
揚
合
に

は
利
潤
率

0
・
O

四
六
回
一
な
る
生
産

方
法
(
リ
)
が
採
捧

せ
ら
れ
共
の
結
果

三
二
四
一

O
だ
け

の
資
本
が
必
要
と
さ
れ
、
勢
賃
五
九
八
白
場
合
に
は
利
潤
翠

0
・
。
三
一
一
入
な
る
生
産
方
法
(
ル
)
が
探
揮
せ
ら
れ
共
の
結
果
一
一
六
五

三

O
だ
け
の
資
本
が
必
要
と
さ
れ
、
持
貨
六
一
一
一
三
回
揚
合
に
は
利
潤
率
0
・
O
二
O
一
一
在
る
生
産
方
法
(
乏
が
採
持
せ
ら
れ
共
白
結

果
三
O
六
五
三
だ
け
の
資
本
が
必
要
と
さ
れ
、
斯
く

Lτ
資
本
需
要
函
教
が
形
成
さ
れ
る
。
ー

然
る
に
、
第
四
表
に
よ
っ
て
脚
聞
か
怠
る
如
く
、
一
定
の
生
産
函
数
と
弊
賃
と
の
下
に
於
て
資
本
利
殖
の
立
揚
か
ら
最
も
有
利
腕
せ
ら

れ
呂
所
由
生
産
方
法
は
同
一
白
線
件
下
に
於
亡
生
存
薬
本
利
殖
の
立
場
か
ら
最
も
有
利
蹴
せ
ら
れ
る
生
産
方
法
と
異
る
白
で
あ
り
、

K
聖

書

従
つ
で
二
定
の
生
産
函
教
と
一
定
の
持
働
量
と
の
下
忙
於
て
資
本
利
殖
の
立
場
か
ら
形
成
せ
ら
れ
る
所
の
資
本
需
要
函
数
は
、
同
一
曜
日
川
崎

の
保
件
白
下
に
於
て
生
存
基
本
利
殖
の
立
場
か
ら
形
成
せ
ら
れ
る
そ
れ
と
異
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
資
本
利
殖
の
立
場
か
ら
形
成
田
寸
ず
ト
新

p
従べ一

さ
れ
る
資
本
需
要
函
教
の
原
基
た
る
生
存
基
本
需
安
函
教
は
y

共
の
何
れ
の
瓢
も
生
存
基
本
の
限
界
生
産
力
と
一
致
し
得
左
い
管
官
常

@
i
d
t

あ
る
J

卸
ち
突
の
第
五
表
山
欄
に
よ
っ
て
示
苫
れ
b
如
べ
例
へ
ば
弊
賃
四
八
六
の
揚
合
資
本
利
殖
の
立
揚
が
ら
最
も
有
利
た
る
も
目
立
ヂ
貯

の
と
し
て
採
揮
さ
れ
る
所
の
「
資
木
利
潤
率

0
・
0
九
四
六
(
生
存
基
本
利
潤
寧

0
・
二

o=一
)
の
生
産
方
法
(
ホ
)
」
の
下
位
於
け
る
生

存
基
本
限
界
生
産
力
低

0
・
二
ニ
九
九
で
あ
り
、
努
質
五
二
八
の
揚
合
資
本
利
殖
の
立
揚
一
か
ら
最
も
有
利
左
る
も
の
と
し
て
採
揮
さ

三
玉
一

表

生 勢 費
↓芸働 企 本

、産 営 業 年グゴ》 基

l二右

り 所 本

| 年 要 ラ刊 年

法

革事 重量 潤 ， 1'iJ 

賃{ 本 串 串

(1) (2 ) ( 3) (4 ) (5) ， 

("') 486 12379 
00009，848 6 

I 0.105町

(ホ) タ 14160 0.WJ3 

(~) • 15981 0.0935 0.1119 

(ト) グ 17800 0.0916 0..1126 

(チ〉 • 19721 0;0885 ().H05 

(へ) 628 16401 0.0655 0.07胡

(ト} '. 18280 0.0667 0.0.770 

(チ)
d、シ

201<I 0，0658 0;0772 

(リ) タ 22030 0.0645 0.0768 

(チ) 566 呂05.2;1 0.0460 0;0514 

0) タ 22410 0.0464 0.0525 

(ヌ〉 タ I 24305 。‘04自1 0.0528 

(ル〉 タ 26210 0;0454 0;0526 

(男) 698 2岨25 0.0325 0，0357 

(ル) • 26530 0.0328 I 0悶tl37

(ヲ) タ 28421 0.0325 0.0364 

(ヲ) • 2030.5 0.0320 0.Ö~60 

(ヲ) 633 28771 0.0200 0.0214 

(ワ) 306M 0.0202 0.0218 

(カ) 3Jl509 0.0200 0.0217 

四第

費
本
主
説
的
論
理
観
論

第
五
十
回
春

繁
三
越

-



〆

J 

費
本
主
義
的
論
理
積
論

第
五
十
四
巻

五

第
五
腕

回

E 
、

生 費 年 所 責

企

生 生基 k
布勢 本 企 産 企 要 本 存 存本

産 働 業 物 業 重量
限界

業 基 限白

者
平方。 -~ <D 所 本 所 本 界

I旨 勾三 1r- m 要 重曹
1 ，産生

要 ー費 生

書事 潤 産 j~ 実 イ~
存生基本

j~ 産

法 賃 事 物 量 本 量 11- 量 力

(1) (2) (3 ) (4 ) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) 

(~) 486 。0933 6015 12379 0.1145 10935 0.1646 

l85 

1416.0 

1781.25 .0.1039 1215 0:1523 

(ホ) -0.0946 6200 0.0945 12150 0.1399 

155 1821.26 0.0851 1215 u.127u 

(-、3 lタ 0.0935 6355 15981 0.0811 13365 .0.1235 

145:却(.、) 528 0.0655 6355 1640l 0，0811 O.主136

145' '11878.75 0.0772 11320 0，1098 

〈ト) . ，0.0667 6500 18280 0.0668 15840 。0947

105 1861.25 0.0564 1320 0.0795 

(チ) タ 0.0658 6605 0.0534 エ7160 0.0758 

(チ) 566 0.0460 6605 20521 0.0534 18395 

1415 

0.0707 

95 0.0503 .0.0671 

(9) ヨタ 0.0464 6700 '1 22410 凪0463 1 19810 0.0618 

80 1895.00 0.0担 2 1415 .0.0565 

(") -0.04s1 6780 24305 0.0395 21225 0.0530 

(支〉 'f;9R 0.0325 67RO "2402S O.039fi |雪24%

70 1905.00 0.0367 1495 .0.0468 

(ル) ク 0.0328: 個別 26530 0.11329 23920 .0.0418 
f 

55 1891.25 0.0290 1495 .0.0368 

(ヲ) タ I 0.0包25 6905 28421 0.0265 25415 .0..0334 

rz-;--;-
J 

0.0200 633 6905 28771 0.0265 26903 .0.0315 

'45 189.125 0.0238 1583 0.0284 

(ワ) タ 0.0202 69田 30655 0.0203 28485 .0.0263 

.31 正868.75 0.0167 1583 0.0242 

(力) -ρ0200 6981 32509 0.0136 30068 0.0181 

表第

? 

¥ 

C )}~{(1-C)'十 "q.}キa'(i，-C)で争る。使うて生寧基本利璃的組産物一
個賞P所要生存基本は {L+(l-:C)】[{(1"':c J'-+，"，CL}+.'C1ーと))，，:，a'L+ 
{(l-CJ'-I:c"5'L} である。従って、生存基本覗1潤事は[(1~C)'+.'CL }-!-.'L 
::':1~(1- C){(1::':， C)~.(L)干a/L で事る。



れ
る
所
の
「
資
本
利
潤
寧
0
・
0
六
六
七
(
生
存
基
本
剰
潤
事
0
・
0
七
七
O
}
白
生
産
方
法
(
よ
け
と
の
下
に
於
け
る
生
存
基
本
限
界
生
産
ガ

司は

0
・一

O
九

八

で

あ

る

。

，

「

」

費
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
司
と
し
て
生
産
が
行
は
れ
る
揚
合
に
は
、
主
漣
の
如
く
、
共
の
何
れ
の
瓢
も
が
生
存
基
本
限
界
生
産
力
と

一
致
す
る
が
如
き
生
存
基
本
需
要
函
教
は
得
ら
れ
な
《
な
る
の
で
あ
る
が
、
同
一
章
の
持
働
と
結
合
さ
れ
る
資
本
の
燈
牝
量
を
以
て

そ
れ
に
服
臆
す
る
年
産
物
m
Y捷
化
景
を
除
し
て
費
本
白
限
界
生
産
力
を
算
出
(
第
五
表
例
乃
至
問
欄
}
し
て
見
る
一
な
ら
ば
、
夫
々
の
券
賃

の
揚
合
資
本
利
殖
の
一
立
場
か
ら
最
も
有
利
た
る
も
白
と

L
て
採
探
せ
ら
れ
る
所
白
大

ρ

々
の
生
産
方
法
の
下
に
於
け
る
資
本
の
限
界
生

産
力
は
、
営
設
持
貨
の
下
に
於
て
寅
現
さ
れ
る
所
白
共

ρ最
高
卒
D
資
本
利
潤
卒
と
一
致
し
て
ゐ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

右
に
於
て
瞭
ら
か
に
し
た
や
う
比
、
資
本
D
利
殖
を
指
導
原
理
と
し
て
形
成
さ
れ
る
~
所
の
弊
働
需
要
函
敢
は
何
れ
白
描
忙
於
て
も

「
生
存
基
本
利
殖
の
立
場
か
ら
者
取
さ
れ
る
所
の
持
働
限
界
生
産
力
」
と
一
致

L
得
た
い
の
で
あ
る
が
「
資
本
利
殖
の
立
場
か
ら
看
取

さ
れ
る
所
の
昇
働
限
界
生
産
力
」
と
は
一
致
し
、
資
本
D
利
殖
を
指
導
原
理
と
じ
て
形
成
さ
れ
る
所
の
資
本
需
要
函
教
の
奥
に
あ
る

生
存
基
本
需
要
函
教
は
何
れ
白
鞘
に
於
て
も
生
存
基
本
限
界
生
産
カ
と
一
致
し
得
た
い
の
で
あ
る
が
営
設
資
本
需
要
函
数
そ
れ
自
身

は
何
れ
白
骨
に
於
て
も
資
本
限
界
生
産
力
と
一
致
す
る
自
で
あ
る
。
従
つ

τ資
本
の
利
殖
を
指
導
原
理
と
し
て
生
産
要
素
四
配
分
の

行
は
れ
る
揚
合
に
於
て
も
、
所
調
限
界
生
産
力
読
む
安
歯
性
は
北
九
は
れ
た
い
/
る
で
あ
り
、
生
産
要
素
に
閥
ず
る
限
界
放
用
均
等
位
則

の
一
支
配
は
績
f
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
資
本
利
殖
的
論
理
も
生
存
基
本
利
殖
的
論
理
と
同
様
に
、
生
産
要
素
に
共
の
最
大
回
投
用
乃

至
生
産
力
の
護
揮
を
な
さ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
、

J

併
じ
左
が
・
ら
、
斯
〈
由
如
《
、
¥
資
本
利
殖
的
論
理
と
生
存
基
本
利
殖
的
論
理
と
は
何
れ
も
同
様
に
、
限
界
生
産
力
設
に
落
付
く
の

で
あ
り
、
吐
露
干
要
素
に
隠
し
限
界
放
用
均
等
法
則
主
支
配
せ
し
め
る
事
に
た
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
、
資
本
利
殖
的
論
理
と
生
存
基

本
利
殖
的
論
理
と
で
は
同
一
保
件
の
下
に
於
て
も
呉
れ
る
生
産
方
法
採
揮
を
結
果
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
利
殖
的
論
理
と
生
存
基
本
利

殖
的
論
理
と
が
畏
れ
る
生
産
方
法
採
揮
を
結
果
し
た
が
ら
何
れ
も
限
凡
生
産
力
説
を
満
足
せ
し
め
得
る
の
は
、
生
産
諸
要
素
の
生
産

力
が
決
し
て
自
然
科
撃
的
決
定
の
も
の
で
左
〈
立
場
に
依
る
認
定
の
も
の
で
あ
る
の
に
由
来
す
る
の
で
あ
呂
が
、
此
白
事
は
、
生
産

資
本
主
義
的
論
理
績
論
v

結
論

第
五
十
四
巻

静

、拙

五

二
五
三

拙稿「資本主義的論理」脚註6j暴風。
第三表第宜欄によって窺はιる所ほ、概略的白事に過ぎない。
拙稿「費本主義的論理」に於げる勢働限界生産力算出法に準巴て算出。南者
白結果白聞に多少。聞き由ある白は、脚註7に説明 Lたる想定を加へた事に
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第
五
十
四
巻

資
本
主
義
的
論
理
観
論

要
素
の
生
産
カ
を
認
定
す
る
立
揚
白
如
何
に
従
つ
尤
生
時
諸
要
素
を
し
て
務
揮
せ
し
め
包
れ
る
綜
合
的
生
産
力

企
離
れ
て
決
定
さ
札
得
る
所
由
)
が
同
時
り
得
る
事
を
意
味
す
る
。

を
と
で
い
ま
、
生
存
基
本
利
殖
的
立
議
と
資
本
利
殖
的
立
揚
と
を
払
較
す
る
に
、
一
定
の
傑
件
の
下
に
於
て
知
宮
本
利
殖
的
立
揚
に

従
っ
て
生
産
要
素
D
配
分
が
行
は
れ
る
揚
合
に
於
t
生
産
さ
れ
得
る
年
産
物
量
は
同
一
の
僚
件
の
下
に
於
て
生
存
基
本
利
殖
的
立
揚
ー

に
従
っ
て
生
産
要
素
の
配
分
が
行
ば
れ
る
抑
制
合
に
於
て
生
産
さ
れ
る
そ
れ
よ
り
も
ヨ
目
大
で
あ
る
、
是
正
昌
ム
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

此
の
事
ノ
は
義
の
第
二
表
を
」
見
す
れ
ば
時
四
然
た
る
所
で
あ
る
。
即
ち
、
例
へ
ぽ
務
質
四
八
六
在
る
揚
A
口
に
就
て
見
る
に
、
資
本
利
殖

の
立
揚
か
ら
は
生
産
方
法
ホ
が
最
も
有
利
腕
せ
ら
れ
探
探
せ
ら
れ
る
結
果
岡
三
七
九
だ
げ
の
年
産
物
が
生
産
苫
れ
る
白
で
あ
る
が
、

生
存
基
本
利
殖
の
立
揚
か
ら
は
生
産
方
法
{
主
が
最
も
有
利
硯
せ
ら
れ
探
揮
さ
れ
科
結
果
同
-
の
安
本
を
以
で
僅
か
に
古
一
六
三
九
四

年
産
物
し
か
生
産
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
事
情
は
、
共
他
の
持
貨
の
場
合
に
就
て
も
宥
倣
出
来
る
所
で
あ
る
。
勿
論
、
期

て
の
如
曹
結
果
が
生
や
る
の
は
、
資
本
利
殖
白
宣
揚
K
立
っ
て
生
産
方
法
の
選
捧
の
行
は
れ
昂
揚
合
に
於
て
生
存
基
本
利
放
の
立
揚

に
立
っ
て
そ
れ
の
行
は
れ
る
揚
合
に
於
℃
よ
り
も
ヨ
リ
低
昔
資
本
構
成
を
有
す
る
生
産
方
法
が
採
揮
せ
白
れ
従
っ
て
ヨ
リ
多
〈
白
持

働
者
が
需
要
さ
れ
る
、
と
百
ふ
事
に
由
来
す
る
白
で
あ
る
。
従
ヨ
で
、
持
働
の
供
給
白
屈
仲
性
が
無
限
大
で
友
い
限
一
り
、
資
本
利
殖
的
立

場
に
よ
う

τ生
産
せ
t

し
め
ら
れ
る
年
産
物
量
と
生
存
基
本
利
殖
的
立
揚
に
よ
っ
て
生
産
せ
し
め
ら
れ
る
そ
れ
と
の
問
忙
は
、
第
一
↓
表

に
ど
っ
て
う
か
ピ
は
れ
る
が
如
昔
顕
著
な
る
差
は
存
在
し
得
な
い
。
け
れ

E
も
、
資
本
利
殖
的
論
理
の
方
が
生
存
基
本
利
殖
的
論
理

よ
り
も
ヨ
リ
生
産
的
だ
と
言
ふ
事
共
の
事
は
、
弊
働
白
供
給
自
屈
伸
性
が
無
限
大
で
泣
い
と

L
て
も
、
費
ら
た
い
。
何
と
左
れ
ぽ
、
ノ
一

定
量
の
資
本
と
一
定
の
持
賃
ム
」
一
定
の
生
産
函
数
と
の
下
に
於
て
生
存
基
本
の
利
殖
を
指
導
原
現

ICι
て
生
産
方
法
白
選
揮
の
行
は

れ
る
揚
合
に
持
働
白
需
給
の
均
衡
が
得
ら
れ
て
ゐ
た
も
白
と
す
る
な
ら
ば
、
同
一
量
の
資
本
と
同
一
の
生
産
函
散
と
の
一
下
忙
於
て
資

本
の
利
殖
を
指
導
原
理
と
じ
て
生
産
方
法
の
港
擦
が
行
は
れ
る
限
り
、
持
貨
に
し
て
動
か
ざ
る
限
り
ヨ
リ
侭
き
資
本
構
成
を
有
す
る

生
産
方
法
が
採
揮
さ
れ
る
替
で
あ
り
、
従
っ
て
.
持
働
需
要
の
増
加
を
結
果
す
る
筈
で
あ
り
、
従
っ
て
勢
働
の
供
給
の
屈
伸
牲
に
し

τ

無
限
大
左
ら
ざ
る
限
り
持
賃
D
騰
貴
を
伴
F

ム
響
で
あ
り
、
従
っ
て
技
術
的
資
本
構
成
白
低
下
は
弊
賃
勝
実
在
か
り
し
揚
合
惟

E
に
は

建
し
得
た
い
筈
で
売
る
が
、
有
し
〈
も
持
働
の
供
給
の
屈
仲
性

K
L
て
零
た
ち
ざ
る
限
砂
、
何
等
か
の
程
度
の
技
術
的
資
本
緋
成
の
低

ロ
ヘ
附
記
。
私
は
本
稿
白
失
に
、
「
新
艇
持
論
理
」
な
る
拙
稿
を
鼓
表
す
る
事
を
嚢
に
拘
束
し
た
の
で
あ
る
J

下
位
不
可
避
的
で
あ
る
筈
で
あ
る
か
ら

F
、
証
土
苧
む
を
竪
世
論
理
」
な
あ

E

公
主
と
し
て
そ
れ
を
麗
表
す
る
叫
廿
そ
れ
に
謹
る
事
に
す
る
ル
。

二
五
回

第

醜

~ 〆、

(
年
産
物
と
し
て
立
場

由来する白である。
'3) -11;業所要望聖本はピー勢働者常.~所要費if>;貯 (Cj，，')忙勢賃を加へで得ιtL

る所申ー勢働者賞9所要資本を、勢働者数に乗ビて得られる。 (4)及u'(5)欄
K就ては夫々第三表(4)及 (5)欄参服。，(4) 脚註H参照s
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